
■潰れてたまるか■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 338号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：スケジュール表示の変更 

 

このメルマガでは、「3. 今週のお誘い＋今後の予定」として、僕の予定をお知らせしていますが、定例のお誘い

とトピックスを区別しやすくするために、表記方法を変更しました。 

・ 

まず【凡例】ですが、申し込みの要否と参加の可否を◎〇×の 3つに分類しました。 

◎は、どなたでも参加できますが、混雑や重複する場合には、事前にご連絡をくださった方を優先します。 

〇は、条件付きでご参加いただけるので、必ず事前の申し込みをお願いします。 

×は、基本的に一般参加を受けいれませんが、興味のある方はお問い合わせください。 

・ 

■今週の予定は、曜日ごとに拠点を定め、その日のイベントを併記しました。 

僕は 24時間営業なので、記載イベント以外の時間については気軽にお問い合わせください。 

定期診断やプールなど、私的な予定は記載していませんので、全てが空いているわけではありませんが、可能な

限り何時でも、行ける範囲ならどこへでもお邪魔します。 

・ 

■定例の予定は、週ごと、月ごとに繰り返すイベントのご案内です。 

なるべくイベントを定例化するようにしているのは、毎回参加できなくても、誰もが都合を調整できるようにす

るためです。 

Zoomを使った談話室はなかなかうまくいかないので、毎晩予定して、申し込みがあった時だけ開催しました。 

・ 

■トピックスは、僕が関わるイベントや旅行など、特殊な予定を掲載します。 

すべてが参加可能ではありませんが、僕の動きをご紹介しますので、参考情報のご提供や、僕に対するついでの



依頼などお寄せください。 

・ 

そして最後に、僕は自分のスケジュールをなのにサイトで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

この中のオレンジ色の表示が非公開の個人予定です。 

サボりや暇つぶしも含まれますので、どうぞご遠慮なくお誘い下さい。 

ではでは！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：潰れてたまるか 

 

友人の K君が、日経産業新聞の「仕事人秘話」に連載している。 

彼が先月、このことを少し照れ気味に facebook投稿したのを見て「２０回連載はすごい」とからかったものの、

新聞読まない僕には縁が無いと思っていた。 

でも、他にもそういう人が多いようで、結局Ｋ君自身が記事を投稿するようになり、楽しく僕も読ませてもらっ

ている。 

彼は国内最大級の独立不動産ファンドともいうべき、ケネディクスを立ち上げた男だが、今まさに 2008 年のリ

ーマンショックに遭遇し、地獄の 3丁目あたりに差し掛かったところを書いている。 

すごく面白いので、是非記事を読んでいただきたいし、だから僕は、あまり内容は書かない。 

https://www.nikkei.com/article/DGXKZO75748940U1A910C2XXA000/ 

・ 

ところで僕がこの話を書きたくなったのは、連載タイトルの「潰れてたまるか」に惹かれたから。 

今はまってる朝ドラ「おかえりモネ」に出てきた「しぶとさと明るさ」という言葉を、先日取り上げたばかりだ

が、「潰れてたまるか」はその上を行く。（https://nanoni.co.jp/20210927/参照） 

僕自身、1999年に経営していた建設会社を潰すとき、まさに「潰れてたまるか」と念じ続ける日々を過ごした。 

なんとＫ君は、地獄の 3丁目から生還を果たすのだが、僕の場合は「破産」の道を選択した。 

会社は潰れてしまったが、会社と仕事を切り離し、仕事をやり続けることで僕なりの「潰れてたまるか」に挑み

続けた。 

思い起こせば、当時ケネディクスで新天地を切り開き始めたＫ君が、僕に会いに来てくれた気もするが、今度は

僕がＫ君の話を聞く（読む）番だ。 

・ 

連載の中で、多くの潰れていく人たちが描かれているのだが、Ｋ君は彼らを軽蔑するのでなくむしろ敬意を述べ

ている。 

それは、潰れないために為すべきことが、潰れていく人達からしか学べないからだと、僕には思える。 

手を差し伸べて助けてくれる人など、いるはずがない。 

だが、そこで絶望せず、むしろそこから考え始めることを、僕も経験した。 

「潰れてたまるか」とは、「生き残りを諦めない」を意味している。 

たとえ、潰れたように見えたとしても、生き残っている人は潰れていない。 

僕の場合、会社の存続でなく仕事の存続を選択したが、Ｋ君にとっても大きな選択があったに違いない。 

彼は周囲で潰れていった人達と違う何かを選択したに違いない、僕はこの連載からそれを読み解きたいと思って

いる。 



・ 

いずれにせよ、僕たちは、何かを乗り越えて今を生きている。 

そして、そろそろ死にたいなどと思うことなく、これからも生き続けたいと思っている。 

だが、人間はいつまでも生き続けることはできないので、僕もそのうち死ぬだろう。 

生きたいけど死ぬことは、諦めるしかないのだろうか。 

ここで僕は、会社は潰れても仕事は続けた自分を思い出した。 

僕が、「成功や失敗」より「継続」にこだわるのは、選択なのだと気が付いた。 

今の僕は、「潰れてたまるか」から「終わってたまるか」に変化したのだろう。 

僕は、自分が生きる社会を面白くするために、しぶとく明るく、挑み続ける仕組み作りを選択する。 

 

https://nanoni.co.jp/20211009/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）10/12 いづみ（反町）作業日 

会議×：10-12時 LRL出版会議（反町） 

面談◎：12-17時 いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

（水）10/13 なのに（自宅）作業日 

 外出×：10-12時 HFA定例会（渋谷） 

 外出×：13-15時 UST打合せ（駒場） 

 外出○：20-23時 映画：ONODA（鴨居） 

（木）10/14 笑恵館（世田谷）作業日 

 会議〇：16-17時 LR経営会議（笑恵館） 

 会議◎：17-19時 笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）10/15 なのに（出張）作業日 

 訪問〇：10-13時 向島 EXPO（墨田） 

訪問〇：14-15時 リファイニング見学会（早稲田） 

 訪問×：16-18時 Yさんち（竜泉） 

 会議〇：18-20時 八島花文花財団（墨田） 

（土）10/16 笑恵館（世田谷）作業日 

 面談◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

（日）10/17 なのに（自宅）作業日 

（月）10/18 なのに（自宅）作業日 

 

■定例の予定 

毎   日 22-23 時 〇オンライン談話室（zoom） 

毎週火曜日 10-17 時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

毎週土曜日 09-17 時 ◎よろず相談会（笑恵館） 



第２木曜日 16-17時 〇日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

第２木曜日 17-19 時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第２金曜日 19-20 時 ◎カプラー起業交流会（リモート） 

第３木曜日 18-20 時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

第３木曜日 19-21 時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４木曜日 17-19 時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

毎月 １日 20-22 時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（リモート） 

 

■今後のトピックス 

出張：11/03～11/05 ×佐渡（業務視察） 

旅行：12/19～12/21 ×奄美大島（個人旅行） 

イベント：01/23 〇みんなの家シンポジウム（仙台・熊本・オンライン） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


